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平成 1 6 年度 9 月補正予算案主要事項説明

牟 ゴ 画 球設売 音ほ

事  業  名 「科学技術と人類の未来に関する国際フォニラム」支援事業費

予  算  額 4 , 0 0 0 千円 新規 ・継続の別 新 規

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

趣  旨

世界各国の著名な科学者、政治家、企業家、ジャーナリスト等が
一堂に会し、科学技術を社会と調和させつつ適切に発展させていく

目的で開催される 「科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム

(S T S フォーラム)」の京都開催に伴い、開催地として会議を支

援する。

内  容

(1) テクニカルツアー実施等
―

フォーラム参加者 (主に外国人対象) 等を対象に、学研都市内

研究施設等の視察ツアーを実施することにより、海外の研究者等

に学研都市をP R する。

(2) 京都府 P R グッズ配布等
f フォーラム参加者、プレス関係者に京都府をP R する記念品等

を配布することにより、フォーラム初回開催地である 『京都』を

世界に発信する。

【参 考】

「科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム (S T S フォーラム)」

(Science and Technologv in, Societす Forum)

日  時 :平成 1 6 年 1 1 月 1 4 日～ 1 6 日

場  所 :国立京都国際会館

内  容 :全体会議及び分科会

参 加 者 :科学者、政治家、企業家等500～1,000人

(うち海外250～350人)

担当課 ・係名 企画参事 (総括) 課 係 電話番号 075-414-4334

企画- 1



平成 1 6 年度 9 月補正予算案主要事項説明

企 画 環 境 部

事  業  名 地球温暖化防止シンポジウム開催等事業費

予  算  額 1 5 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

卜1 趣  旨

地球温暖化の主な原因であるエネルギー起源の二酸化炭素の排出

を抑制するため、シンポジウムの開催や新聞等のマスメディアを活

用した広報を実施する。

2  内  容

(1) 京都議定書関連シンポジウムの開催           
~

京都議定書採択の地 ・京都において、地球温暖化防止に向けた

取組の一層の促進を図るシンポジウムを開催

(2) マスメディア等を活用した普及啓発

新聞広告、公共交通機関の車内中吊り、地域情報誌等により普

及啓発を実施

(啓発内容)
。エコライフの推進等、家庭での省エネルギーの取組促進
・公共交通機関の利用促進など自動車からの二酸化炭素排出抑制

の促進
・行政や地域による二酸化炭素排出抑制のための取組への参加促

進等

担当課 ・係名 地球温暖化対策プロジェクト 課 係 電話番号 075-414-4708

企画- 2



平成 1 6 年度 9 月補正予算案主要事項説明

企 雇国F荘芳註均莞i奇彗再

事  業  名 緑の府庁づくり推進事業費

予  算  額 1 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 継 続

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

ヒー トアイランド現象の緩和や都市環境の改善に有効とされる

屋上緑化を普及していくための先行モデルとして、京都府庁舎の

屋上、壁面等の緑化に関する基本設計等を策定する。

2  内  容
「緑の府庁づくリコンテスト」の入選作品に盛り込まれたアイデ

アや提案を取り入れた基本設計等の策定

【参 考】

「緑の府庁づくリコンテスト」の概要

・平成 1 6 年 7 月 8 日から8 月2 日まで、府民を対象に、 「緑の府庁づ

くり」の提案を募集

・総数 2 4 件の応募があり、事業効果や親しみやすさ、京都らしさなど

を基準に優秀賞 3 点、佳作 3 点を選考

担当課 ・係名 環境企画課 緑の環境推進係 課 ・係 電話番号 075-414-4706

企画- 3



平成 1 6 年度 9 月補正予算案主要事項説明

牟 = コ画 球 設 荒 音再

事  業  名 エコエネルギー活用型環境まちづくり調査費

予  算  額 6 , 0 0 0  千円 新規 ・継続の別 新 規

事 業 内 容

目  的

対  象

方 法 等

1 趣  旨

丹後地域の豊かな自然環境に加え、太鼓山風力発電や新たにスタ
ートした 「京都エコエネルギープロジェクト」などの環境に関する

先進的取組を活かしぃ持続可能な環境共生型のまちづくりを実現し

ていくための調査を実施する。

2  内  容

地域における資源循環システムの構築に向けて、次の調査を実施

する。
・エネルギー利用可能な食品廃棄物等のバイオマス資源調査
・バイオマス資源の収集システムの調査
・新エネルギーの地産地消型利活用手法の調査 等

【参 考】

「京都エコエネルギープロジェクト」
・風力、太陽光、バイオガス、燃料電池などの新エネルギーの組合せによ

り、環境にやさしい電カエネルギーを安定的に供給する技術を開発する

ための実証研究
・京都府、京丹後市及び民間企業の共同研究として、京丹後市を実験場所

に平成 1 5 ～ 1 9 年度の5 年間の計画で実施

担当課 ・係名 環境企画課 企画係 課 係 電話番号 075-4 14-4704

企画- 4


